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2020

○ 2018年９月９日の岐阜県での発生以来、愛知県、三重県、福井県、埼玉県、長野県、山梨県、沖縄県、群馬県、山形県、
和歌山県、奈良県、栃木県、神奈川県及び滋賀県の15県で計73事例発生し、これまでに約25.8万頭が殺処分。

○ 2019年９月24日にワクチン接種を決定、10月15日に防疫指針を改訂、10月25日からワクチン接種開始。
○ 2020年9月3日にOIE（国際獣疫事務局）が認定する豚熱の清浄国ステータスを消失。
○ 群馬県、山形県、三重県、和歌山県、奈良県、栃木県、山梨県、神奈川県、滋賀県といったワクチン接種県においても発生。

岐阜県で
26年ぶりの発生

愛知県で初発
（８例目）

三重県で初発
（32例目）
福井県で初発
（34例目）

埼玉県で初発
（41例目）
長野県で初発
（42例目）

山梨県で初発
（49例目）

沖縄県で初発
（52例目）

沖縄県で
最終発生
（58例目）

ワクチン接種決定
(9/24)

岐阜での
み発生

岐阜・愛知
のみで発生

隣県に
拡大

関東まで
拡大

ワクチン接種開始
(10/25)

ワクチン接種地
域拡大(12/20)

沖縄で発生
(本州で発生なし)

(1/24) (4/30) (8/31) (9/11)

件
／
頭

群馬県で発生
（59例目）

ワクチン接種県で発生

2018 2019

新規発生
無し

約25.8万

(1/26)

山形県・三重県で発生
（60、61例目）

2021

和歌山県で発生
（62例目）

群馬、三重、栃木、山梨で発生
（64～68例目）

奈良県で発生
（63例目）

神奈川で発生
（69例目）

山梨、群馬で発生
（70、71例目）

清浄国
ステータス消失

日本における豚熱発生の経過（2018年～）

滋賀、群馬
で発生

（72、73例目）

資
料
１



（１）サーベイランスの強化
○ 平成30年９月から、全都道府県における野生イノシシのサーベイランスを開始。

○ 令和元年9月には、飼養豚での豚熱感染が関東まで拡大したことを受け、
豚熱陽性が確認されている県に隣接する13都府県において、サーベイランス強化区域の設定、
抗原検査及び血清抗体検査の実施等を通知し､サーベイランス体制を更に強化。
○ 令和２年8月31日に全都道府県に向けて豚熱・アフリカ豚熱のサーベイランスの強化通知を発出。

（２）捕獲の強化
○ 自治体、農林水産省及び環境省が連携し、豚熱陽性が確認されている県及びその隣接県等36都府県
に「捕獲重点エリア」の設定。
○ 猟銃の効果的な活用、わな設置数の増加を行うことで、野生イノシシの捕獲を強化。

（３）経口ワクチン散布
○ 平成31年３月、岐阜県及び愛知県において、経口ワクチン散布を開始。
その後、野生イノシシにおける感染確認状況を踏まえ、東日本・西日本に、
重点的にワクチンを散布する防疫帯を構築。
防疫帯内でも、ウイルス濃度低減のための散布を継続。
○ 現在、豚熱陽性が確認されている県及びその隣接県等36都府県のうち、
沖縄県、福島県、山形県、宮城県、秋田県、岡山県、鳥取県、青森県、
岩手県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県を除く23都府県で
経口ワクチンを散布 。

○ 自衛隊ヘリコプターを活用した空中散布実証実験を経て、
空中散布マニュアルを作成し、民間企業説明会を開催。令和３年３月
に静岡県及び栃木県で民間ヘリコプターによる空中散布を実施。

（４）法改正等の対応
○ サーベイランス、経口ワクチン散布等を家伝法に位置付け（令和３年４月施行）。

野生イノシシでの豚熱対策の概要
豚熱 アフリカ豚熱

豚熱 アフリカ豚熱

豚熱 アフリカ豚熱

豚熱 25都府県で
豚熱陽性野生イノシシを確認。

豚熱感染野生イノシシ発見地点
（令和３年10月13日時点）

PCR陽性



野生イノシシサーベイランス検査状況(令和3年10月13日時点)

直近1ヵ月のサーベイランス検査状況 直近6ヵ月のサーベイランス検査状況



野生イノシシサーベイランス検査目標数の達成状況

○ 平成30年９月から全都道府県における野生イノシシのサーベイランスを開始。

○ 令和２年8月31日にサーベイランスを強化すべく、全都道府県に向けて豚熱・アフリカ豚熱のサーベイランスの強化通知
を発出。

※ 農水省がR3年度以降に最低限必要と通知している検査水準：１県当たり299頭／年

＜令和2年10月からのサーベイランス数（陽性頭数/検査頭数）令和3年10月6日時点＞

北海道：0/0
青森：0/5
岩手：0/314
宮城：28/230
秋田：0/42
山形：18/221
福島：22/298
茨城：102/828
栃木：52/528
群馬：70/936
埼玉：9/474
千葉：0/65
東京：4/56

神奈川：37/574
新潟：32/214
富山：3/348
石川：13/262

福井：76/527
山梨：33/191
長野：26/716
岐阜：10/2,310
静岡：77/2,734
愛知：2/797
三重：313/2,886
滋賀：42/513
京都：87/270
大阪：15/25
兵庫：47/485
奈良：39/136

和歌山：103/397
鳥取：0/214
島根：0/128
岡山：0/49
広島：0/89

山口：0/7
徳島：0/20
香川：0/150
愛媛：0/172
高知：0/41
福岡：0/32
佐賀：0/12
長崎：0/45
熊本：0/61
大分：0/32
宮崎：0/56

鹿児島：0/36
沖縄：0/6

赤色：
ワクチン接種推奨地域であって、
検査頭数が基準に達していない県

緑色：
非ワクチン接種推奨地域であって、
検査頭数が基準に達していない県

野生イノシシのサーベイランス

○ サーベイランスの着実な実施（９月～）
中国・四国、九州各県について、本省職員が県を直接訪問し、サーベイランス計画の進捗状況を確認する。



 

 

豚熱経口ワクチンの散布実績 

2021年10月 

 

散布の実績 

【令和元年度（2019年度）】 

（１）春期散布（３月～５月） 

・岐阜県及び愛知県で散布を開始し、57,000個を散布 

 

（２）夏期散布（７月～11月） 

・県内・県周辺で陽性イノシシが確認されたことから、２県に加え、三重県、福井県及び長

野県（７月）、富山県及び石川県（８月）で散布開始 

・９月より、全国へのウイルスの拡散を防止するための防疫帯の構築を目的とした散布を開

始。新たに滋賀県及び静岡県(９月)、群馬県(10月)、埼玉県(11月)で散布開始。 

・夏期散布において、11県（岐阜県、愛知県、三重県、福井県、長野県、富山県、石川

県、滋賀県、静岡県、群馬県、埼玉県）で、約 158,000個を散布 

 

（３）冬期散布（12月～2020年 3月） 

・冬期は、新たに７県で散布開始（山梨県、茨城県、栃木県、東京都、神奈川県、新潟県、

京都府）。 

・冬期散布において 18県で、約 175,000個を散布 

 

・2019年３月のワクチン散布開始以降の１年間で、18県で、累積約 389,000個を散布 

 

【令和２年（2020年度）】 

 (１) 春期散布（４月～６月） 

・春期散布において 19県で、約 215,000個を散布。 

 

  (２）夏期散布（７月～11月） 

   ・新たに大阪府、兵庫県で散布開始（10月） 

   （・新型コロナウイルスの影響によりワクチンの輸入が遅延。） 

   ・夏期散布において 21県で、約 165,000個の散布を計画 

 

 （３）冬期散布（12月～2021年３月） 

   ・新たに和歌山県で散布開始（12月） 

 

   ・2019年の散布開始～令和２年度末までに 23県で、累積約 100万個を散布 

 

 

 



 

【令和３年度（2021年度）】 

過去のデータを踏まえ、春、夏、冬の 3期散布を、前期、後期の 2期散布に変更 

（１）前期散布（2021年４月～７月） 

・23県で約 25万個を散布  

   ・３月に兵庫県で、６月に宮城県で新たに豚熱陽性イノシシが確認されたことから、青森

県、秋田県、岩手県、岡山県、鳥取県、四国4県を経口ワクチン散布の対象とし、散布

体制の構築を開始。 

 

（２）後期散布（11月～2022年３月） 

   ・26県で約28万個を散布予定。 




